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Ａ井戸

矢板
汚染源設定域

A井戸詳細地下水シミュレーション 汚染源の設定
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初期濃度10000mg-As/L

初期濃度3200mg-As/L

初期濃度1000mg-As/L

汚染源からのジフェニルアルシン酸
（DPAA）溶出量設定
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H14.7

10,000mg-As/L 1,000mg-As/L

凡例

A井戸

3,200mg-As/L

A井戸詳細地下水汚染シミュレーション結果（一例）

（注）5mg-As/L以上の
汚染地下水を示す。
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A井戸におけるジフェニルアルシン酸（DPAA）濃度推移

（A井戸詳細地下水汚染シミュレーション結果による）
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Ａ井戸のＤＰＡＡ濃度

（注）汚染源からのDPAAの当初溶出量が3200mg-As/Lの場合 22

A井戸南東90ｍ地点で発見されたコンクリート様の
塊がA井戸の汚染源となりうることが再現された。

コンクリート様の塊の当初のジフェニルアルシン酸
（DPAA）溶出濃度は、現況の汚染状況を再現する
には、3200mg-As/Lが妥当であった。

予測解析の結果、A井戸周辺の地下水中の有機ヒ
素化合物濃度は、約60年後に0.01mg-As/L程度未
満になる結果となった。
（注）汚染源からのDPAAの当初溶出量が3200mg-As/Lの場合

AA井戸詳細地下水汚染シミュレーション結果のまとめ井戸詳細地下水汚染シミュレーション結果のまとめ
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深層部汚染
状況図

地下水汚染
模式断面図

汚染メカニズム（A井戸周辺）
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A井戸南東90ｍで発見されたコンクリート様の塊か
ら溶出したジフェニルアルシン酸（DPAA）を含む汚
染地下水が、A井戸周辺からB地区、ABトラック南
西地域等で確認されている地下水汚染の汚染源
になりうるかについて、シミュレーションによる再現
を実施

ABABトラック広域地下水汚染シミュレーショントラック広域地下水汚染シミュレーション

概要




